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【手続補正書】
【提出日】平成27年9月28日(2015.9.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　配電用変電所下の系統の系統情報、該系統に連系する分散型電源、蓄電池、および負荷
の機器情報および運転状態が記憶されるデータベースと、
　所定時刻毎に、該データベースに基づき、前記配電用変電所の負荷調整量を制御するた
めの、前記蓄電池の放電、前記分散型電源の発電、および前記負荷自身の負荷抑制で行う
負荷抑制量と、前記蓄電池の充電および時間的にシフト可能な負荷の起動で負荷創出する
負荷創出量とを算出し、前記配電用変電所下に要求された負荷調整量を、前記算出された
負荷抑制量と前記負荷創出量に基づき前記配電用変電所下のフィーダ毎に配分する第１の
配分計算装置と、
　前記所定時刻毎に、該データベースに基づき、フィーダ単位の負荷調整量を制御するた
めの、前記フィーダ単位の負荷抑制量と前記フィーダ単位の負荷創出量とを算出し、前記
第１の配分計算装置から送信される負荷調整量を、前記算出されたフィーダ単位の負荷抑
制量と前記フィーダ単位の負荷創出量に基づき前記フィーダ下の柱上変圧器毎に配分する
第２の配分計算装置と、
　前記所定時刻毎に、該データベースに基づき、柱上変圧器単位の負荷調整量を制御する
ための、前記柱上変圧器単位の負荷抑制量と前記柱上変圧器単位の負荷創出量とを算出し
、前記第２の配分計算装置から送信された負荷調整量を、前記算出された柱上変圧器単位
の負荷抑制量と前記柱上変圧器単位の負荷創出量に基づき前記柱上変圧器下の需要家毎に
配分し、前記需要家毎に制御指令するとともに、前記需要家毎の負荷調整量に対する貢献
度を、前記需要家の負荷調整量と前記配電用変電所全体の負荷量とを用いて求める第３の
配分計算装置とを有する
　ことを特徴とする電力抑制制御システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項６】
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　負荷を抑制制御する電力抑制制御システムの電力抑制制御方法であって、
　前記電力抑制制御システムは、配電用変電所下の系統の系統情報、該系統に連系する分
散型電源、蓄電池、および負荷の機器情報および運転状態が記憶されるデータベースおよ
び第１の配分計算装置、第２の配分計算装置、第３の配分計算装置を有し、
　前記第１の配分計算装置は、所定時刻毎に、該データベースに基づき、前記配電用変電
所の負荷調整量を制御するための、前記蓄電池の放電、前記分散型電源の発電、および前
記負荷自身の負荷抑制で行う負荷抑制量と、前記蓄電池の充電および時間的にシフト可能
な負荷の起動で負荷創出する負荷創出量とを算出し、前記配電用変電所下に要求された負
荷調整量を、前記算出された負荷抑制量と前記負荷創出量に基づき前記配電用変電所下の
フィーダ毎に配分し、
　前記第２の配分計算装置は、前記所定時刻毎に、該データベースに基づき、フィーダ単
位の負荷調整量を制御するための、前記フィーダ単位の負荷抑制量と前記フィーダ単位の
負荷創出量とを算出し、前記第１の配分計算装置から送信された負荷調整量を、前記算出
されたフィーダ単位の負荷抑制量と前記フィーダ単位の負荷創出量に基づき前記フィーダ
下の柱上変圧器毎に配分し、
　前記第３の配分計算装置は、前記所定時刻毎に、該データベースに基づき、柱上変圧器
単位の負荷調整量を制御するための、前記柱上変圧器単位の負荷抑制量と前記柱上変圧器
単位の負荷創出量とを算出し、前記第２の配分計算装置から送信された負荷調整量を、前
記算出された柱上変圧器単位の負荷抑制量と前記柱上変圧器単位の負荷創出量に基づき前
記柱上変圧器下の需要家毎に配分し、前記需要家毎に制御指令するとともに、前記需要家
毎の負荷調整量に対する貢献度を、前記需要家の負荷調整量と前記配電用変電所全体の負
荷量とを用いて求める
　ことを特徴とする電力抑制制御方法。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　前記目的を達成するため、本発明の電力抑制制御システムは、配電用変電所下の系統の
系統情報、該系統に連系する分散型電源、蓄電池、および負荷の機器情報および運転状態
が記憶されるデータベースと、所定時刻毎に、該データベースに基づき、配電用変電所の
負荷調整量を制御するための、蓄電池の放電、分散型電源の発電、および負荷自身の負荷
抑制で行う負荷抑制量と、蓄電池の充電および時間的にシフト可能な負荷の起動で負荷創
出する負荷創出量とを算出し、配電用変電所下に要求された負荷調整量を、算出された負
荷抑制量と負荷創出量に基づき、配電用変電所下のフィーダ毎に配分する第１の配分計算
装置（例えば、配電用変電所調整量配分計算装置９）と、所定時刻毎に、該データベース
に基づき、フィーダ単位の負荷調整量を制御するための、フィーダ単位の負荷抑制量とフ
ィーダ単位の負荷創出量とを算出し、第１の配分計算装置から送信された負荷調整量を、
算出されたフィーダ単位の負荷抑制量とフィーダ単位の負荷創出量に基づき、フィーダ下
の柱上変圧器毎に配分する第２の配分計算装置（例えば、フィーダ調整量配分計算装置７
）と、所定時刻毎に、該データベースに基づき、柱上変圧器単位の負荷調整量を制御する
ための、柱上変圧器単位の負荷抑制量と柱上変圧器単位の負荷創出量とを算出し、第２の
配分計算装置から送信された負荷調整量を、算出された柱上変圧器単位の負荷抑制量と柱
上変圧器単位の負荷創出量に基づき、柱上変圧器下の需要家毎に配分し制御指令するとと
もに、需要家毎の負荷調整量に対する貢献度を、需要家の負荷調整量と配電用変電所全体
の負荷量とを用いて求める第３の配分計算装置（例えば、柱上変圧器調整量配分計算装置
８）とを有することを特徴とする。
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